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“２６9”とは南郷中の全校生徒数です 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ 第３８回卒業式での「ＰＴＡ代表グループ」の言葉を紹介します。 ◆◆

ＰＴＡ代表グループの鶴田由紀子さんのスピーチが子供たちに届けるべき大変重要で、素敵なメ
ッセージでしたので、この紙面を使って紹介します。

卒業生のみなさん、保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。PTAを代表いたしま
して、また、卒業生の母としてご挨拶させていただきます。
本日はお忙しい中、ご臨席頂きました多くのご来賓の皆様、日頃より南郷中学校の子

供たちを暖かく見守ってくださり、本当にありがとうございます。今日こうして、3年生
の大きな節目の日を一緒にお祝いしていただけますこと、改めて御礼申し上げます。
校長先生、教頭先生を始めとする先生方、3年間大変お世話になりました。クラスや教

科、行事や部活で、悩み、苛立ち、素直になれない時も全力で受け止め、一方ためらう
ときには背中を押して、子供たちに向き合ってくださいました。そのすべてが、子供た
ちのより良い明日を願ってのご指導であったと信じています。本当にありがとうござい
ました。
卒業生の皆さん、3年間本当によく頑張って学校に通いましたね。玄関を出ると雨が降

っていて、車で送るとか送らないとか、お家の人を巻き込んで、バタバタした朝もあっ
たでしょう。部活やクラスで悔しいことや理不尽なことがあり、ささくれだった気持ち
で坂を下った日があったかもしれません。これまで当たり前だった通学路やバス停を通
る毎日も今日でおしまいです。皆さんは、ここ南郷中学校から巣立っていくのです。
巣立ちにあたり、卒業生の皆さん、そして保護者の皆様にも是非、心に留めておいて

ほしい言葉が2つあります。1つ目は「デジタルタトゥー」という言葉です。耳にされた
ことがあるでしょうか?
写真、動画、個人情報など、ネット上で一度公開してしまったものは、他者の複製・

拡散により、投稿者本人の手を離れ、コントロールすることが困難になります。10年後、
20年後も検索すれば出てきてしまうんです。これを「一生消えない」という意味で「デ
ジタルタトゥー」と呼ぶそうです。
今では就職の際に、応募してきた学生の名前をネット検索する企業も増えているそう

です。InstagramやTwitter、ティックトックなどのSNSを、もうすでにやっていたりこれ
から始める人もいると思います。自分自身だけでなく、家族や友人など大切な人を、そ
んなつもりはなかったのに、悲しませたり、傷つけてしまうことにならないように、投
稿や共有のボタンを押す前に、どうか「デジタルタトゥー」という言葉を思い出してく
ださい。お願いします。
そして、2つ目の言葉は「セイフティ ブランケット」です。今回、ほとんどのみなさ

んが受験を経験したと思います。試験問題や面接官を前にして、自分は1人だ、1人で戦
わなくてはいけない、と感じたのではないでしょうか?確かに、物理的にそこにいるのは
自分1人だったはずです。でも、心の中で後ろを振り返ったとき、そこには、家族、先生、
友達、部活の仲間、後輩、塾の先生、おじいちゃんやおばあちゃん、そんな自分だけの
応援団がきっと見えたはずです。
皆さんは、どんな時も決して1人ではありません。この先も辛い時、うまくいかない時、

悔しい時、いろいろあると思います。そんな時に、心の中で浮かべると、ふっと心が温
かくなるもの、それが「セイフティ ブランケット」です。赤ちゃんが眠るときにかけ
ると安心する毛布と同じです。家族の笑顔、友達がかけてくれた言葉、大好きなペット、
あかね色に染まる森戸海岸の夕焼けなど、どんなものでもいいので、ぜひ、皆さんの心
をあたためてくれる「セイフティ ブランケット」を持っていて欲しいなと思います。
最後に皆さんにお願いがあります。ここにいらっしゃる来賓のみなさんやFCCでお世話

になった地域の方々、そして保護者席に座っているお父さんやお母さんたちに、駅や道
であったら、どうか恥ずかしがらずに挨拶をしてください。地元の子供たちから、我が
子の友達から、挨拶をされるのは本当に嬉しいことなのです。私も皆さんを見かけたら、
声をかけたり手を振りたいと思います。そうして、葉山全体が、皆さんを温かく包み込
む、大きな毛布になるといいなと思います。
卒業生のみなさん、本当に卒業おめでとう。これからもずっと見守っています。

生徒にはもちろんのこと、来賓の方々はじめ、参加された方々の心を打つスピーチでした。私も
葉山全体が温かく包み込む、大きな毛布になるといいなと願いました。



◆◆ 南郷中学校を支えてくださる「優しい気遣い」に心から感謝申し上げます。 ◆◆

川島先生の指導の下、美術部のアイディアを活かした、南郷中に上る坂道にある立て看板が、卒
業式を前に新しいものに変わっていました。
一方、生徒が通う長い階段の手すりには紙で作ったピンクの花が添えられ、門番!?守護神!?のよ

うなコロボックル（でいいのでしょうか？）の写真のように、沿道にもお花が添えられています。
花ボランティアの方々はいつこの作業をなさったのでしょうか？学校の気づかないところで、こ

んな気遣いをしてくださることに頭が下がります。この風景こそ、先述の生徒たちにとっての、「セ
イフティ ブランケット」なのじゃないかと感じます。改めて心より感謝申し上げます。
写真を撮っている最中、ウグイスの美しい鳴き声がそこここで聞こえてきます。卒業式を終えた

ばかりの南郷中に、優しい朝が訪れました。ユーミンの「やさしさに包まれたなら」の「･･･静か
な木漏れ陽の やさしさに包まれたなら きっと･･･」のフレーズを自然と口ずさむ自分がいました。

◆◆ 児童虐待防止に関して、通知がありました。学校はそれに基づいて行動します。 ◆◆

本年 1月に千葉県野田市で発生した小学校 4年生死亡事案については、連日様々な情報がＴＶで
流されたこともあり、皆様にも良くお分かりのことと存じます。学校現場においても対策の徹底強
化を図るべく、本件に関わり、通知を受けました。

そもそもこの話題で浮き足立ったり、焦りを感じたりする方はいらっしゃるのでしょうか。その
方は、「家庭の教育、親の指導、しつけ」という言葉を隠れ蓑に、世の中で今一番心配されている、
児童虐待或いは虐待まがいの行為を行っている、ご本人ということになるのではないかと思います。
虐待に無縁で、虐待で命を落とす子供たちを、心からかわいそう・気の毒でならないと感じている
方は、対策の強化を望んでいるからです。

児童虐待への対応に当たっては、「学校等においては、児童虐待の早期発見・早期対応に努め、
町や児童相談所等への通告や情報提供を速やかに行うこと」が、学校の負う責任となります。その
ために対策の強化を図るべきこととして、
（１）町・児童相談所においては、通告者保護の観点から、通告元は明かせない旨保護者に伝える

ことを徹底する。
（２）学校や教育委員会においては、保護者から情報元に関する開示の求めがあった場合、情報元

を保護者に伝えないとともに、児童相談所等と連携しながら対応する。（子供の安全が確保
されない限り、子供からの虐待の申し出の場合、情報元を保護者に伝えない。）

（３）保護者から学校に対して、威圧的な要求や暴力の行使等が予想される場合には、教育委員会
と連携して、速やかに町・児童相談所・警察等の関連機関や弁護士等の専門家と情報共有す
る。

（４）要保護児童等の出席状況や欠席理由等について、学校等から町・児童相談所へ定期的に情報
提供を行う（H31.2.28付け通知）。

（５）児童虐待に関する研修にさらに取り組む。 があげられています。

通告内容が、あまりにも事実と異なり憤慨される場合もあるかと思いますが、保護者自身が冷静
に対応していけば、憤慨せずとも、事実無根は明らかになっていくはずです。その一方で、通告元
が今回の事案のように、児童･生徒本人だった場合などは、一定の信憑性があることは確かです。
保護者の憤慨や暴力の行使は、事実を隠すための手段である場合が十分考えられます。従って、学
校は今回の通知を改めて深く受け止め、当該要保護児童･生徒の安全確保を第一に、時に保護者の
方の要求を断ることがあっても、毅然と対応していく所存です。

今回の事案が、簡単に受け流されず、各ご家庭においても、「家庭の教育、親の指導、しつけ」
という名目で子供の人権を激しく侵害してしまっていることがないか、改めて見つめ直し、二度と
このようなことが起きないように考えて頂ければ幸いです。


